
3整備要領

3一 1 X ノンノ...................... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .3-2
〔1〕エンジンクーリングシステム..……3-2 

〔2〕エアインテークシステ厶..................3-4

3 — 2 シャシ......... .............   3-5
〔1〕ペダルゐケーブルシステム…...... ..........3-5

3 — 3 ボディエレクトリカル....... ...........3-6
〔1〕ワイヤリングハーネス.……………..36

3 — 4 電気配線図集.............................. 3-7
〔1〕回路図........……………… .......... 3-7

3錄1



3—1 エンジン
〔1〕エンジンクーリングシステム

整備作業準備品

区分 工具番号 名 称 用 途
灯 45099丁0000 スペシャルツールホース エア抜き用ホース

その他 一 スバルクーラント クーラントの補充

整備要領
(1)冷却水
1. リザーブタンクのキャップを外し，レベルゲージ 

のクーラントをウェス等で一度拭取る。
2. レベルゲージキャップを組付ける。
3. ゲージの目盛りのの間にクーラン

卜があるかどうかを確認する。

注意
冷却水量の点検は，車両が水平になる場所にて行う。 

ぐ注水要領〉
1. 車両を水平な場所に置く。
2. エア抜きホース（エンジン上部，ラジエーター後 

方部，フロントヒーター部3箇所）を外し，3了 
ホースを装着し，ホース端部をラジエーター注水 
口より高い位置に固定する。

45099^000エア抜き用8でホース

各エア抜きホースの端部がラジエーター注水口より 
低いと，ラジェーターキャップを開いた際に，冷却 
水が漏れてくるので注意する。

くエンジン上部⑺六車）〉

くエンジン上部（3051^7車）〉

くラジエーター後方〉
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エンジン
くフロントヒーター右側〉

3.ラジエーターキャップを外し，ジョッキなどで注 
水口から冷却水が満水になるまで注水する。

くエア抜き要領〉
注意
擊エア抜き作業は，フロントヒーター部—ラジエーター 

後方部—エンジン上部の順で行う。
參エア抜き作業中は，常にラジエーター内の液量に注 

意し，液面は常に下図（女）を維持する。

1.フロントヒーター部からのエア抜き 
1)エア抜き用811ホースをラジエーター注水口より 

下に向け，受皿に受けながらエア抜きをする。

2) ラジエーターの液面が下がってきたら，その分補 
水する。

3) エア抜き用8でホースからエアが出なくなったと 
ころで，エア抜き用3了ホースを外し，ヒーター 
カバーを装着する。
※ジョッキ注水の場合，ヒーターのエア抜きから 

クーラントは出ません。（注水口よりも高いため）

2.ラジエーター後方部からのエア抜き 
1)エア抜き用8丁ホースをラジエーター注水口より 

下に引き出し受皿に受けながらエア抜きをする。

2)ラジェーターの液面が下がってきたら，その分補 
水する。

3 )ェアが出ない状態が10秒程度連続したらェア抜 
き用ホースを外して栓をする。

3.ェンジン上部からのェア抜き 
1)ェア抜き用8でホースをラジェーター注水口より 

下に引き出し，受皿に受けながらェア抜きする。
2 )ラジェーターの液面が下がってきたら，その分補

水をする。
3 )ェアが出ない状態が10秒程度連続したらェア抜

き用8了ホースの先端に栓をする。
4)ラジェーターキャップを装着し，ェンジンを始動 

して，アイドリング回転で1分程度運転し，冷却 
回路内のエアをエンジン上部に集める。
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エンジン
5)エンジンを停止し， 3 )で仮止めした栓を外し， く確認作業〉

ラジエーターキャップが熱くないことを確認し 
て，キャップを開ける。

汪意
冷却水が溢れることがあるので注意する。
7) ラジエーターの液面を確認し，下がっていれば補 

水する。
8) 上記1)，2)の作業を行ない，エンジン上部のエ 

ア抜きを行う。
注意

温水がホースから出ることがあるので注意する

エア抜き用811ホースの栓とラジエーターキャップが
確実に閉まっていることを確認し，エンジンを始動 
して2000卬茁程度でエアコンスイッチを〇頁孖にして 
エンジンを暖機する。暖機後，「ヒーターからの温風」 
と「冷却ファンの作動—停止」を確認する。

エンジン暖機を行う場合は3000113⑺以下で行う。ま 
た，冷却ファンが作動後，停止しない場合はエア抜
きが不十分なので，エンジン冷却後，再度，エンジ
ン上部からのエア抜きを行う。

9) ラジェーターの口元まで補水をして，ラジェータ 

ーキヤップを閉じる。
10) エア抜き用訂ホースを外し，車両を復元する。

ぐ注水水量ン

エンジン区分 瓦則7丫

ミッション区分 游 入で 八丁
リヤヒーター有無 ,41511 有 ハ，％ 有 紐

"ハ 有 41111 有
銘 柄 スバルクーラント

全容量（し）
(リザーブタンク含） 5.1 5.4 6.0 6.3 6.0 6.3 6.1 6.4

〔2〕エアインテークシステム
整備要領

(1)インテークマニホールドガスケット 
ぐ取外し〉
1.バッテリーのマイナス端子を外す。
2 ,冷却水を抜く。
3. 冷却水バイプを外す。
4. 各ホース類のマーキングをし，取外す。
5. スロットルボディを取外す。
6. エンジン本体とインテークマニホールドとの結合 

ボルト，ナットをタトし，マニホールドを取外す。
7. インテークマニホールドガスケットを取外す。

く取付け〉
1, スロットルボデイとインテークマニホールドを仮

組みする。
2. インテークマニホールドガスケットを下図の様に 

切り欠き部に合せて溝に入れ，確実に挿入する。
注意

インアークマニホールドカスケットには組付けの方 
向性があるので注意する。
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〔1〕ペダルゐケーブルシステム （3)クラッチスイッチ点検
(1)クラッチスイッチ作動確認
1. クラッチペダルを踏まないとき，エンジンが始動 

しないことを確認する。
2. クラッチペダルをいっぱいに踏み込んだとき，エ 

ンジンが始動することを確認する。
3 ,上記の確認で異常のある場合は，クラッチスイッ

1, クラッチスイッチのプッシュロッドがスムーズに
作動するか点検する0

2. クラッチスイッチの〇州〇孖孖点検 
コネクター端子にサーキットテスターを接続し， 
〇⑽〇孖孖したときの導通を点検する。

チの〇が/〇护卩を点検する。

(2)クラッチスイッチの調整 
1.クラッチスイッチのロックナット（八），（忍）を 

緩め，クラッチペダルをいっぱいに踏み込み，ク 
ラッチスイッチねじ部先端とクラッチペダルゴム 
ストッパーとの隙間が3.1土 0.5111111になるように 
調整する。

スイッチ 導通

〇汉 あり

なし

(数値：圆)

プッンュロット

+1.5〇ル41
©±0.5

6006058

3, ゴムストッパーの損傷を点検する。

2. クラッチスイッチを1拳の状態でロックナット 
(八）により固定する。

^ 8 土 2冲瓜10.8+0,2^1111

3. クラッチペダルの遊びおよびクラッチスイッチの 
作動を確認する。

3-5



3 — 3 ボディエレクトリカル
〔1〕ワイヤリングハーネス

整備要領
¢1)ァース
1,ルームランプアース

ルームランプのアース位置を，室内から，フロント 
ルーフレールに変更した。（タッピングビス止め）

(2)コネクター 
1,ル'ーフコードコネクター

雑音対策のため，ルーフコードとフロントハーネ 
スの結合コネクター（白色4極）を結合後，ウレ 
タンの中に入れること。

アース
(ルーフレール〉

21

9
ルームランプ 丁日0466？

2,電動パワーステアリングアース
電動パワーステアリングのアースを，別端子で同 
一場所にアースする方法から，他のアース線と同 
じ端子でステアリングビームに固定する方法に変 
更した。

2.フロントサブセンサー（センター）
フロントサブセンサー（センター）を廃止したこ 
とに伴い，フロントサブセンサー（センター） 
(八803)〜コントロールユニット（八800)間の 
配線がなくなり，コントロー ルユニットのフロン
トサブセンサー（センター）人力線子18番と19 

番は空きとなる。（他の端子番号.コネクター番 
号および回路に変更はなし）
不具合コードの33は，フロントサブセンサー 
(センター）の廃止によりなくなる。
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